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現
在
静
岡
分
苑
前
庭
に
建
立
さ
れ
て
い
る
二
代
教
主

歌
碑
は
、
昭
和
27
年
元
富
士
別
院
に
、
当
時
富
士
酸
素

株
式
会
社
社
長
の
望
月
虎
一
氏
に
よ
り
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
年
、
二
代
教
主
様
御
臨
席
の
も
と
多
く
の
信

徒
が
参
集
し
、
除
幕
式
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
望
月
虎
一
氏
の
私
庭
に
移
さ
れ
て
数
十
年
の

年
を
経
て
、
平
成
27
年
新
し
く
な
っ
た
現
在
の
静
岡
分

苑
に
再
び
移
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
今
に
至
り
ま
す
。

そ
の
お
歌
が
上
記
の
二
首
で
す
。 

 

こ
の
二
首
の
お
歌
は
私
た
ち
人
間
が
こ
の
世
に
生
ま

れ
た
使
命
や
生
き
方
を
諭
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

こ
の
お
示
し
を
心
に
き
ざ
み
大
本
信
徒
に
限
ら
ず
全
世

界
の
人
々
が
、
大
き
な
災
難
や
苦
難
を
乗
り
越
え
、
真

の
平
安
で
安
全
な
世
の
中
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
大
本
静
岡
分
苑
で

は
毎
月
の
月
次
祭
に
こ
の
二
首
の
お
歌
を
朗
詠
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

（
宮
嶋
政
幸 

文
） 

道の友垣 

聖
地
天
恩
郷
に
て
「
冬
期
中
学
生
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
た
め
、
今
年
は
12
月
26
日
の
み
の
開

催
で
す
。
講
話
や
神
苑
案
内
、
茶
道
体
験
、

百
鏡
か
る
た
大
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
全

国
の
中
学
生
と
交
流
で
き
る
ま
た
と
な
い
機

会
で
す
。 

〇
開
催
日
時
：
12
月
26
日
（
日
）
10
時
～

17
時
（
※
遠
方
か
ら
の
参
加
者
は
前

日
・
当
日
宿
泊
可
） 

〇
会
場
：
京
都
府
亀
岡
市
天
恩
郷 

〇
対
象
：
中
学
1
年
生
～
3
年
生 

〇
参
加
費
：
一
〇
〇
〇
円 

〇
服
装
：
制
服 

〇
持
ち
物
：
筆
記
用
具
、
マ
ス
ク
、
健
康

保
険
証
、
常
備
薬
（
必
要
な
方
） 

参
加
希
望
者
は
、
12
月
19
日
（
日
）
ま
で
に

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
む
か
、
大
本

青
年
部
事
務
局
（0

7
7

1
-5

6
-9

0
8

4
)

へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

※
静
岡
分
苑
青
年
部
よ
り
交
通
費
を
一
部
補

助
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
場

合
は
谷
田
淳
子
（0

9
0

-1
2

7
2

-2
5

5
8

）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

中
学
生
研
修
会
の
ご
案
内 

Saluton! 
こんにちは 

 

静
岡
分
苑
信
徒
の
心
の
拠
り
所 

二
代
教
主
歌
碑 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
西
ペ
ド
ロ·

ミ
サ
オ
で
す
。
こ
の
度
、
松
風
支

部
長
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
ず
家
族
の
紹
介
を
し
ま
す
。
父
は
西
ヤ
ス
オ
（
没
）、
母
は
シ
オ
コ
（
ブ
ラ

ジ
ル
在
住
）
。
妻
は
ジ
ャ
ニ
セ·

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
。
子
供
は
３
人
い
て
、
グ
レ

ッ
グ
、
エ
リ
キ
、
ジ
ャ
フ
。
孫
は
２
人
い
て
、
ミ
ゲ
ル
、
ア
ラ
ン
と
言
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
は
信
仰
３
世
。
祖
父
の
代
に
大
本
と
ご
縁
を
頂
き
ま
し
た
。
入
信

し
て
も
う
40
年
に
な
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
に
い
る
時
は
ジ
ャ
ン
ジ
ー
ラ
に
あ
る

南
米
本
部
に
参
拝
を
し
て
い
ま
し
た
。 

一
九
九
三
年
に
仕
事
の
た
め
に
日
本
に
来
ま
し
た
が
、
参
拝
や
活
動
は
ほ
と

ん
ど
出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
松
風
支
部
に
入
り
、
そ
こ

か
ら
ま
た
信
徒
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。 

 

私
は
現
在
支
部
長
と
し
て
、
大
本
が
誕
生
し
た

そ
の
目
的
（
例
え
ば
世
界
平
和
や
霊
界
の
存
在
）

を
大
本
を
知
ら
な
い
人
に
伝
え
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
自
分
も

「
光
」「
御
神
徳
」
を
い
た
だ
き
、
魂
を
磨
い
て
、

一
日
も
早
く
ミ
ロ
ク
の
世
が
実
現
す
る
よ
う
に

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
と
も
家
族
共
々
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

直心会から 

東海教区の研修会は来年 6 月 26 日となりました。会費 3000 円で行き先は亀岡の近くにある出雲大

神宮です。午後からは正食に付いての講話で大体決定しました。本部集合で本部解散になります。 

また、長生殿の献労は、来年 5 月 5 日と 11 月 19 日です。 

11 月の連合会長会議で、花ふきんなどの売上によるバザー献金納めてきました。ご協力ありがとう

ございました。                            （斎藤雅美 文） 



                                                

〈編集後記〉 

令和４年教団方針の中から一部抜粋します、 

教主様は令和 3 年のみろく大祭ごあいさつで、「新型コロナウイルス感染拡大をきっかけに、世

界は進む方向を大きく転換してゆかなくてはならなくなりました。これからの時代は、神さまを中

心とした人間の在り方でないと何事もうまく進まないと、神さまから諭されているように感じてお

ります」 

私たちは開教の精神に立ち返り“お土の匂いのする教団の姿”を目指しながら、大本の教風を護

り、神さまを中心に一人一人が大和魂を奮い立たせて、“大地のご恩に報いる生活の実践”に努め

てまいります。とあります、11 月の秋季大祭は、参拝者の制限無しに執行させて頂き多くの方に参

拝して頂きました、来年は月次祭や、各部会の活動 研修などの行事に、多くの皆様の参拝、参加

をお願い致します、1 月 1 日午前 11 時から、元旦祭を行います参拝お願いします。 

 世界が大きく転換してゆく世の中にあって私達は、日々“祈り”神様のみ旨に添っているのか省

みて 明るく ほがらかに 前を向いて実践してゆきましょう。 

（静岡分苑長  谷田新樹） 
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